
高齢者住宅分野におけるAIの探求と展望

—— “政策主導、データ活用、コミュニティ本位” の中国モデル

発表者：王羽
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高齢化の特徴は大規模、急速、長期間。 大規模な高齢化，最高時4.5億人弱
2025年1月17日の国家統計局最新データ

2024年末時点：60歳以上人口 3億1031万人，22.0%
65歳以上人口 2億2023万人，15.6%

2033年3億人突破、2050年4億人突破、2058年4.43億人に。

急速な高齢化，高齢3つの人口伸び率ピーク
2018～2022年（年平均1080万人増）
2027～2038年（年平均1123万人増）
2039～2055年（年平均705万人増）

長期間の高齢化，今世紀末36%超
2018年65歳以上の人口は総人口の11.9%，2035年は23%に倍
増，2050年予測は30%超，2099年にはおそらく36%を突破。

グラフ：高齢者人口（65歳以上）規模とその割合の変動予測
データ：中国人口与発展研究中心『人口変化研究報告』

01 中国の課題：規模と速度

2050年

世界中で4人に1人が中国人高
齢者

中国で3人に1人が高齢者
65～79歳の人口
65歳以上の比率
高齢者のうち80歳以上の比率

80歳以上の人口
80歳以上の比率

人
口
数
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億
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％
）

3

01 中国の課題：規模と速度

图 中国と主要国の高齢者人口（65歳以上）（データ出所：国家統計局）

65歳以上 2.2億人
（2024年）

2025-2035年，高
齢者人口急増し同時
に，労働人口年平均
約569万人減少する。
2035-2050年，労
働人口減少が加速し，
年平均約1223万人
減少する。

図 1990-2023年中国15-64歳労働人口と割合及びその中等育児計画にお
ける2025-2100 年の予測。（データ出所：国家統計局）

民政部データによると，2020年の介護従業員はわずか30万人，各種の介護研修証書を取
得した介護職員は少ない。 『2024介護職員の現状調査研究報告』によると，介護職員の供
給不足は550万人に及ぶ。
しかも現在の介護職員は，高卒以下、40歳以上が中心で，大多数が9-12時間勤務であ
り，労働負荷が大きく、サービスの質が保証されにくい。

該当率
（%）

調査実施
施設総数

該当すると
した施設数課題

74.9271203人手不足

64.2271174専門性が低い

64.2271174人材定着率が低い

56.8271154社会的肯定感が希薄

46.5271126職業訓練が不十分

34. 327193職業的将来性の欠如

中国老齢科学研究中心などが発表した『介護サービス人材状況調査報告』（2022）によると，
介護施設271のうち，7割以上が人手不足、6割以上で専門性が低く、人材定着率も低い。

表：介護施設が直面する課題
（データ出所：『介護サービス人材状況調査報告』調査時期：2022年9月）

印度 米国

労働人口総数と傾向
15-64歳労働人口総数
15-64歳労働人口比率

15-64歳労働人口総数（中等育児計画予測）
15-64歳労働人口比率（中等育児計画予測）

（%）（億）

（億）（億）

米国
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01 中国の課題：規模と速度

人口構造が激変し、家庭介護
モデルは崩壊した。高齢者人口
は膨大，誰が介護するのか？

中国の伝統的考え方

子育ては老後
の備え？
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2. 中国の強み：独特の背景

 中国の課題は技術的問題だけでなく，社会統治と資源配置の問題がより重要である。
 “規模” こそが中国最大の特色であり、そのため我々の解決策には “複製可能性、低コスト、汎用性” が必須である。

強力な政策主導：
『第14次五カ年計画 国家高齢事業
発展及び介護サービス 体系計画』、
『スマート健康介護産業発展行動計
画』等——“トップダウン” の施政方式
は中国モデルの強力な原動力である。

データインフラの急成長：
モバイル決済普及率は86%、2025年
6月の行政村における5Gネットカバー率
は90%超，インターネット医療ユーザー
は3.93億人——“どこでも接続可” が
AI活用の確かな基盤である。

強大なインターネットサイトシステム：
テンセント、京東など企業が介護分野に展開。
ユーザーの全ライフサイクル全シーン健康管理サ
イトを立ち上げた京東健康——“プラットフォー
ム化、システム化”は単一製品モデルとは違う中
国の特色である。

中国特有の “スマート介護” の道

強み1 強み2 強み3
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2. 中国の強み：独特の背景

強み1：強力な政策主導

“人口高齢化への積極的対応” が国家戦略に格上げ
人口高齢化に対応するため国は，介護サービス体系の構築、都市農村介護施設の設置促進、シルバー経済
の発展加速にフォーカスして一連の政策を定め，日々膨らむ多層的かつ高品質な介護へのニーズに応えようとしている。

2019 2021 2022 2023 2024

『対人口高齢化
積極対応中長
期国家計画』
国務院

『第14次五カ年計画高
齢事業発展及び介護
サービス体系国家計画』、
国務院

『第14次五カ年
計画健康高齢化
計画』

『基本的介護サー
ビス体系構築推
進に関する指針』
中共中央弁公庁、
国務院弁公庁

国務院弁公庁

『シルバー経済発
展、高齢者福祉
増進に関する指針』

工業・情報化部 民政部
衛生健康委員会

『スマート健康介護産
業 発 展 行 動 計 画
（2021-2025年）』

国務院

7

2. 中国の強み：独特の背景

強み2：データインフラ

データ資源は土地、労働力、資本、技術に次ぐ第5の生産要素となり
つつある

土地 労働力 資本 技術 データ

農業社会
工業社会

知識社会

2024年10月9日，中共中央弁公庁と国務院弁公庁が『公共データ
開発利用加速に関する指針』を発表し “データインフラ整備を強化し，
データ利用方式を共有収集と活用サービスの双方重視に転換する” とした。

2024年12月31日，国家発展改革委員会、国家データ局、工業・情
報化部は『国家データインフラ構築ガイド』を発表し、国家データインフラ整
備が正式にスタートした。

截至目前，已建成包含北上广深杭等25个都市在内的都市節点，布局16个
省（区、市）的データインフラ架构，并在7月底全面完成互联互通。预計到今年
底，節点都市规模将扩大到50个左右，覆盖80%的省（区、市）。

5G基地局総数

455万局
2025年6月末，5G基地局の総数は2020年より5倍
増の455万局，ギガビット広帯域ユーザーは34倍増の
2.26億世帯となり，演算力規模は世界第2位。

ネットユーザー11.23億人

現在までに北京・上海・広州・深圳・杭州などを含む25の都市群（ノード）が、16の省
（自治区・直轄市）に分布するデータインフラの枠組みが整備され、7月末に全体の相
互接続が完了した。今年末までにはノード都市が約50都市に拡大し、全国の省（自治
区・直轄市）の約80%をカバーする見込み。

インターネット
普及率
79.7%

2025-08-14 21:50 
データ出所： 新華社
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2. 中国の強み：独特の背景

強み3：強大なインターネットサイトシステム

AI医療サイト | 京東健康 "医+検+診+薬"クローズドモデル
京東健康の2025年上半期総収入は353億元，前年同期比24.5%増。非国際財務報告基準(Non-FRS)純利益35.7億元，前年同期比35%増。
京東健康の業績大幅増のキーポイント：2025年6月30日時点の年度アクティブユーザーが2億人を突破し，問診が上半期1日平均50万回を超えた。サ

イトのシステム能力はより増強され，第三者提携業者は15万社を超え，昨年末より5万社増。全国20万を超える薬局の小売とリアルタイムでリンクしている。

スマート病院、地域衛生情報化などにフォーカスし，インターネット体験を基に，製品、システム、ソリューションを刷新、これ
らを活用して"医療業界の効率化、受診の改善"に向け，医療システムの品質向上に資する。

医療施設向け
消費者向け

京東オンライン診療

京東オンライン診療は、トップレベルの名医や専門家を含む全国の医療
従事者と接続し、24時間オンライン、平均30秒の診療を実現している。

オンライン ワンストップ式医療ソリューション

オンライン診療 非医療相談 情報サービス リアル医療

中核コンテンツ サービスコンテンツ サービスコンテンツ 知識ｺﾝﾃﾝﾂ 推奨サービス

リアル付加医療

スマート病院

スマート介護

健康都市

スマート健保

一般最速問診

京東医師

医師探し

図面問診

皮膚科医院

心理サービス

専門家問診

電話問診

開業医

リハビリ指導

処方問診

ビデオ問診

栄養相談

育児相談

介護相談

画像相談

画像解説

ビデオ解説

問答解説

専門家ライブ/
無料診断ライブ

心理相談

リハビリ相談

投薬相談

ビデオ/電話相談

外来追加

優先診療

付き添いサービス

合同診療

スマート
診療

医療連携体
/共同体

スマート
介護サイト

外来支払管理
プラットフォーム

IoT

クラウド

ク ラ ウ ド ・ IoT ・
デ ー タ ・ AI統 合

医療データバンク

技術ミドル
プラットフォーム

セキュリティ基盤

AI活用

デジタル
ヘルスケア

知識グラフ

ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ
ﾐﾄﾞﾙﾌﾟﾗｯﾄ

ﾌｫｰﾑ
ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾐﾄﾞﾙ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

医療AI 医療ビッグ
データ

医療ｻｰﾋﾞｽﾐﾄﾞﾙ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

ﾍﾙｽｹｱﾐﾄﾞﾙ
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
技術ﾐﾄﾞﾙ

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

保険加入者サービス
プラットフォーム

ネット病院 スマート
サプライチェーン

スマート
研究サイト

高齢者サービス
総合サイト

ショッピング
モール

国民健康サイト 基層医療
支援サイト

計算能力 保存 セキュリティ ネットワーク

健康
モニター

高精度
サービス

デジタル
療法

スマート
診療案内 CDSS 画像AI 健康リスク

予測 実臨床研究

AI分診 スマート補助 疾病診断モデル 合理的投薬 スマート品質管理 特定疾患管理モデル

EC
行動ｸﾞﾗﾌ

薬品
百科

薬学
百科

診断
知識グラフ

医学
辞典

医学
関係

薬品＆サー
ビスバンク

医療資源
バンク

個人健康
バンク

疾病
バンク

治療
バンク

健康評価 健康計画

医療
AI中枢

情報
セキュリティ

商品 取引 企画
適合 企業 薬事

健康記録 ラベル 業務
ゴールデンフロー

医療
データ接続 業界標準化

医療作業
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

問診/
処方 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ 検査診断
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3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

都市と
コミュニ
ティの屋
外空間

住宅住宅

サービス
センター

ホーム
サービス

サービス
施設

（ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ）

サービス
施設

（都市）

スマート在宅介護全景図：在宅のみならず、家庭 -
コミュニティー - 施設 - サービス のデータ連動
“ワンポイントAI” から “システム連携” へ

在宅高齢者からケア要請/緊急コール

外出高齢者

ワンストップコール
GPS位置特定

ホームドクター往診/訪問看護
高齢者ケアセンター

ホームスマート
ゲートウェイ

ケアサービス 訪問サービス ホームドクター

プロセス報告

在宅高齢者
バイタルサイン監視

医療リハビリ
施設治療2A・3A病院 医療リハビリ施設 医療サービス コミュニティ介護サービスセンター コミュニティ保健所

コミュニティ
センター

健康管理

ワンストップコール
心電、呼吸
血中酸素
血糖値 …
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側面四
社会との心的繋がり

側面三
生活の補助

側面二
健康の管理

側面一
居所の安全

サービスニーズ信頼感

コントロール閾値基礎的保障

ネットデータ認知チャネル

四側面

在宅介護の高
齢者が激增

コミュニティの在宅介
護サービス産業は安
定的発展がつづく

高齢者3.1億人
90%（2024）

3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

高齢者住宅におけるAI活用は，ワンポイント機能の実現ではなく，AI技術と介護サービスの連携と統合である。
高齢者に対し、安全、健康、生活補助、心の寄り添い 四側面から、切実なニーズに対応する。

1兆1491.2億元
※日本円で約２0兆4300億円

（2024）
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3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

安全リスク
モニター転倒

モニター

バイタル
サイン

モニター

物理環
境調整

指標検査（血糖血圧等）
睡眠モニター

医療補助モニター

セキュリティ監視
可視対話
浸水感知
火気感知
熱源感知

夜間照明
スマート環境（温湿度、PM2.5）
スマートエア（例 フレッシュエア）
スマート窓システム（例 オートシャッター
暴力侵入警報等）

転倒落下識別
アクティブコール

パッシブコール

選択可 カテゴリー充実 低コスト プライバシー尊重感知可

4大中核技術シーン

複製可能性、低コスト、汎用性
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3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

防犯ドアスマートモニター

離床アラームモニター

紧急コール装置

赤外線防犯装置

緊急アラーム

水道電気スマートモニター

スマート
端末

APP

サイト

家族・子女

コミュニティ管理者、
不動産管理

アラーム
重点
箇所

フィードバック

側面一：居所の安全 安全リスクモニター

バスルーム

ダイニング

リビング

寝室

寝室

寝室

キッチン

バルコニー

ゲートウェイ 煙報知器 ガス漏れ報知器 コールボタン防犯センサー

引き紐式

水漏れセンサー

スマート

音光センサー ホーム端末
スマート

常夜灯 睡眠モニター

スマート

赤外線センサー 介護端末
スマート
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接触式
センサー

固定式
無誘導
センサー

移動式
リアル
タイム

センサー タッチ 恒常的セルフモニター スタティック
継続モニター

正確性
ハイリスク対
象オプション

安定性
在宅介護
向け改修
オプション

簡便性
リアルタイム

能動型
健康測定

3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面一：居所の安全 転倒リスクモニター

転倒予防床+AIスマートセンサー
写真出所：2024年6月 中国国際住宅産業及び建築工業化製品機器博覧会 中国建科ブース

床面データスマートモニター
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3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面二：健康の管理

生理指標モニター

血圧計、血糖測定器、体温
計、パルスオキシメーター、体
脂肪計、心電図、スマートト
イレ、スマートミラー等により，
日常的に高齢者（例えば退
職した政府高官）のバイタル
サイン（呼吸、心拍、血圧、
尿流率等）を監視し，リス
クを知らせる。

夜間の睡眠呼吸、心拍
数等をモニタリングし，速
やかにリスクを発見し睡眠
の品質を調節する。

スマートモニターベッドマット

センサー

血圧計 血糖測定器 オキシメーター

体脂肪計 心電図モニター

高齢者の生理指標 APPモニタースマート機器 家族
日常統計

異常通知

スマートミラー

バイタル
サイン

スマート
モニター

睡眠品質モニター
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3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

“ AI” と “漢方” を融合し，漢方治療向けのスマートロボット製品をコミュニティに導入、運用

 人体12正経+任督脈362つぼ の識別精度は，つぼの96.18%で識別誤差が≤±5㎜である。人体3Dモデリングとつぼ位置識別技
術の末端配置を達成し，つぼ位置自動識別が実現した。

 現在コミュニティの介護施設、リハビリセンター、病院などで導入、運用が段階的に進んでいる。

側面二：健康の管理

人体つぼ位置検出技術

多様なシーンで
のデジタル漢方
活用サービスシ
ステムを構築

• 国家重点開発計画『都市高齢者健康コミュニティ主要技
術及びモデル応用研究』 2024YFC3607700

入力

データ拡張

データ予備処理

特徴図特徴
抽出標準化
特徴抽出ネットワーク

手部局部
識別モデル

腹部局部
識別モデル
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側面二：健康の管理

3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

 赤外線スペクトル非侵襲血糖検査のスペクトル測定、スペクトル
データ採取、血糖検査モデリング等主要技術

 病院、コミュニティ、家庭向けの短時間非侵襲血糖検査が可能。

近赤外線非侵襲血糖検査と通常血糖検査の比較

近赤外線スペクトル検査通常検査

非侵襲近赤外線スペクトル検査（近赤外
線の光は人体に無害）

侵襲採血（静脈注射または指先
採血）手段

非侵襲、簡便、短時間、試薬不要、連続
モニタリング可高精度長所

間接分析技術は、標準値の精度制限を受
ける

痛み、感染リスクあり，連続モニタ
リング不可短所

<1分1~10数分所要
時間

近赤外線非侵襲血糖検査

 心音異常診断、精度 ≥ 90% 
 呼吸音症状スクリーニング検査、精度

≥ 85% 
 腹鳴音識別，精度 ≥ 92% 
 消費電力 ≤ 1mW 
 面積 = 7.5mm2

装着式スマート体音チップ
 体音モニタリングによる関連疾病診断は，医師による聴診を補

佐して早期診断に資する。

 高齢者住宅におけるAI技術は、リモート医療と住宅情

報化システムを統合し、医療効率と診断精度を高め、

高齢者の在宅診療を可能にする。

• 国家重点開発計画『都市高齢者健康コミュニティ主要技
術及びモデル応用研究』 2024YFC3607700
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中控屏 + スマート生活 App中控屏 + スマート生活 App中控屏 + スマート生活 App

3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面三：生活の補助 全館スマート化

写真出所：中建科戦略合作伙伴華為鴻蒙智家

1 スマート
ホストマシン

2 コアイン
タラクション

Nサブ
システム

計算中枢
インタラクション方式2種：中央制御画面 +App

スマートコネクテッドシステム

スマート在宅1+2+N ソリューション

 スマート機器384台接続可
 スマートホストマシン内臓マル

チモジュール設計、機能高集
約、モジュール拡張可。

 PLC-IoT 技術、通電すれ
ば則ネット接続可。

 中央制御画面
+ スマート生活
App、集中管理
自然なインタラク
ション
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スマート照明

スマートキッチン

全館スマート照明システム

スマート常夜灯

人体センサーにより、夜間の高齢者の行動を感知し、点灯する。
スマート玄関

スマート寝室

スマートバルコニー

センサーキッチン、スマート食洗器、スマート冷蔵庫等

AIアルゴリズムに基づき、体温・心拍を感知し、室内空調照明を自動調節する。

風雨センサー、重量センサーにより、窓自動開閉、洗濯物が乾き具合の確認等を実現する。

3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面三：生活の補助 高齢者対応スマート住宅

中控屏 + スマート生活 Appスマート端末

高齢者の生理指標

スマート機器
モニター

環境指標

制御

スマートアルゴリズム処理
自動調節

高齢者の行動 App
制御サイト

アルゴリズム

高齢者
スマート
住宅

環境センサーにより、室内PM2.5、粒状物質濃度、CO2濃度等を監視し、空気品質自動調節
を実現する。

室内温度、湿度、日照量等物理環境指標を感知し、スマートアルゴリズム計算により、空
調、加湿器等の機器を制御し、室内環境を調節する。

室内空気品質自動制御

室内温湿度自動調節

全
館
ス
マ
ー
ト
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中建科はデータサイト構築により、在宅介護のデータリソースを連結し、住宅内のAIサービスをより人間的、簡便、正確にする。

センシングの全方位化

インタラクションの柔軟化

AI活用の合理化

3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面三：生活の補助 今後のトレンド

 高齢者サービス能力はさらに高まる：全面スマートサービスとの連携で価値の最大化を図る

検知段階のタスク 意思決定段階の特徴

AIの価値

AIの価値

AIの価値インタラクション段階方式

スマートセンシングAI

スマートインタラクション

スマート
意思決定

値

家庭のタイプや嗜好
を観察し理解して、
ユーザーの習慣に基
づき処理方式を調
整して“賢く” 判断
し処理する。

ビッグデータを分析し、
情報を解読採集し、
セ ル フ ス タ デ ィと パ
ターン適正化により、
スマート在宅方法決
定の精度を高める。

センサー技術により、在宅シーンのデータ採集と
識別を行い、IoTの総合作用により、情報の統
合整理と分類処理を行う。

顔認証、音声識別などAI技術により、情報の
感知範囲を広げ、データ採集の次元を拡大する。

スマホ、スマートTV、スマートスピーカー、中央制
御画面などをインタラクション端末として他の機器
と接続し、システム背後の膨大なコンテンツと豊
富なサービスを享受する。

インタフェースを簡素化し、無意識にスマートホー
ムと繋がるようにして、接続形式をより自然で快
適にする。

20



3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面四：社会との心的繋がり 心情寄り添い端末

 高齢者の心理的健康は見過ごされた “非弾力性需要” となっている。高齢者の26%超に抑鬱症状があり、24%に孤独感がある。
 感情寄り添いロボットは有望な解決策である。研究によると、デジタル技術は心理的健康との関連性が明らかで、ロボットは “感情インフラ” として、高齢

化社会における心理的公共サービスの新たな担い手となり得る。

”ネットおばあちゃん“ 84歳——珍さん(フォロワー
1000万人）

三種の
心情的繋がり

“気にかけてくれる”
“話を聞いてくれる人

がいる”
“誰かがそばにいる”

男性：尊重してくれる，
能動的に応答してくれる

女性：話を聞いてくれる，
細部もすべて応えてくれる

日常的ネットユーザーの孤独感比率はわずか2.8%で、スマホユー
ザーの孤独感率は更に低い。中高年層が日常的にスマホ、PC、イ
ンターネット等デジタル技術を使用していると、認知障碍のリスクが
58％も低下し、認知機能の衰退速度が26%伸びる。

21

3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面四：社会との心的繋がり 心情寄り添い端末

 I-室内観葉—明るい色彩

 II-室内観葉—さまざまな感触

 III-阳台药草——提神醒脑、
促进消化

 IV-阳台药草—
—镇痛消炎

土壤状態チェック 中核タスクモデル 操作型リハビリ 植物景観の癒し

 IP化：実験室はリハビリシーンの製品化、小型化に努め、高齢者家庭向けに在宅リハビリ癒しサービスを提供する。

 III-ベランダ薬草—元気づけ、消化促進  IV-ベランダ薬草—鎮痛、消炎
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3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面四：社会との心的繋がり サービスサイト

AIが高齢者の感情と社交二ーズを、感
知可能信号に転換し、インタラクションの
媒介をする。

AIが高齢者の特徴にもとづき、社交サー
クルを推薦する。

異常発生時、真っ先に通知し、警報し、
落ち着かせる。

高齢者/家属APPデジタル時代の新たな
コミュニケーション。

介護ウィチャット公式アカウント/ミニプロ
グラム：高齢者が孤立せず、コミュニティ生
活の一部になる。

データ取得

分析送信

展示

活用

業務
サポート

ネットワーク

感知

運営管理サイト データ可視化ディスプレイ 公式アカウント ミニ
プログラムコールセンター

インターネット モバイル
インターネット IoT Bluetooth伝送 赤外線伝送 GPS/北斗位置特定

在宅介護ｼｽﾃﾑ 介護施設ｼｽﾃﾑ

家事ｻｰﾋﾞｽ業者ｼｽﾃﾑ 医療健康介護統合ｼｽﾃﾑ

介護評価ｼｽﾃﾑ ﾘｿﾞｰﾄ介護ｼｽﾃﾑ

ｺﾐｭﾆﾃｨ介護ｼｽﾃﾑ 民政部介護行政監督ｼｽﾃﾑ

高齢者/家族APP

サービス員APP

医師APP

看護助手APP

介護評価APP

政府管理ビッグデータサイト

在宅介護ビッグデータ

徘徊防止スマートモニター

在宅セキュリティ監視サイト

施設セキュリティ監視サイト

介護ウィチャットアカウント

医療看護ミニプログラム

食事注文ミニプログラム

コールオペレーター端末

顔認証セルフ端末

献立計画

配膳サービス

注文サービス

食費補助

ベッド位置管理

入所管理

ベッド位置動態

家庭ベッド位置

位置管理

行動軌跡

SOS警報

フェンス警報

看護助手
シフト編制

介護計画

介護タスク

サービス記録

着信コール

ナースコール

介護セキュリティ

ビデオ連携

バイタルサイン

睡眠モニター

健康データ

健康関与

薬局管理

疾病診療

処方投薬

医療計画

活動発表

レクリェーション

能動的関心

リゾート介護

商品管理

サービス項目

交通カード

モバイル支払

護 楽 購

RFID

ビジター
端末

モニター
端末

健康
測定

装着
機器

セキュリティ
機器

監視
カメラ

睡眠
マット 顔認証 交通系

ICカード
コールセンター

機器
ビデオ
ロボット

ナース
コール
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3.高齢者住宅における中国特有のAI活用

側面四：社会との心的繋がり サービスサイト

顔認証 音声端末情報サービス

タッチパネル 機器連動

手配センター

車椅子レンタル

情報検索

住民サービス
セキュリティ
モニター

プレゼン

ソフトウェア機能

大型ディスプレイ

 コミュニティサービス端末の “見えるが届かない、近づけ
ない、使えない” 等の問題を解決する。

 クラウド上のスマート機器連携配置システムを構築する。
 ワンストップ式スマートサービスを高齢者に提供する。

• 国家重点開発計画『公共場所バリアフリー環境の主要技
術と設備』2023YFC3805404

スマートサービスサイトへようこそ

スマートサービス情報統合手配ソフトウェア

外出サービス

情報サービス
機器レンタル

スマートサービス情報統合手配ソフトウェア

スマートサービス情報統合手配ソフトウェア

スマートサービス情報統合手配ソフトウェア

外出サービス 救援サービス 情報サービス

バリアフリー外出ナビ

スマート補助機器レンタル

文字識別結果

情報読取り 交通ルート 天気予報 ニュース

車椅子ロボット スマートステッキ 盲導ロボット

右折して直進300ｍ

こんにちは、ユーザー様
前回のログインは2025年4月16日
10:30です

外出サービス

救援サービス

機器レンタル

データ分析

情報サービス

救援サービス

外出サービス

データ分析

機器レンタル

情報サービス

救援サービス

データ分析

使用可否
機器を探す

機器のタイプ

全タイプ レ ンタル可能
音声ボタンを長押しして情報を検索…

ユーザー

付近の交通情報 もっと調べる

ユーザー

ユーザーユーザー
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4.トレンドと今後の協力

AIによる能力強化で “受動的対応” から
“能動的予防” へ

AIは継続的学習とデータモデリングにより “事後の警報”
から “事前の予測警告” へと進化する。

技術とサービスの深い融合
ビジネスモデルは “ハードウェアの一過性販売” から “サブス
クリプション、価値主導型のサービス” へ完全に転換する。

感情コンピューティングとデジタルパートナー
AIはもはや冷たい道具ではなく、共感力と心情的対話

能力を持った“デジタルパートナー”である。

“都市の頭脳” と介護資源の提携
分散した介護データを都市レベルのプラットフォームに統合し、

マクロな調整と精密なサービスを実現する。
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中国モデルの力
中国モデル：マクロ主導とシーン刷新 日本の経験

細やかなサービスと人文科学テクノロジー

技術の融合： 中国のAIアルゴリズム + 日本の精密ハードウェア
サービスの高度化： 中国のコミュニティモデル + 日本の介護理念

基準の共同構築： アジアひいては世界のスマート介護基準を共に探究し制定する
市場の共同開拓：協力して全世界の高齢化問題に対応する

4.トレンドと今後の協力
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携手同行，让“数智共生”的中国方案，与“和合共居”的人文理想，共同

温暖亚洲乃至全球的晚年生活。

Hand in hand, let the Chinese solution of "Digital-Intelligence Symbiosis" and the
humanistic ideal of "Harmonious Cohabitation" together bring warmth to the later years of
life in Asia and across the globe.

高齢者と子どもへの人間的配慮
環境にやさしい設計中核理念
空間の精緻化 環境の健康化
サービスの適確化 建設の低碳素化
運営のスマート化 製品のシステム化

ご清聴ありがとうございました。

手を携えて"デジタルと智の共生"の中国方式と「融和共存"の人文的理想をもって、
共にアジアひいては世界中の老後生活に温もりをもたらしましょう。
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